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１．はじめに 

近年の我が国では，西日本豪雨をはじめとする豪雨災

害が多発している．豪雨に伴う道路閉塞により孤立地域

が生じ，住民の救助やインフラの復旧，住民生活や経済

活動の再建に影響が及ぶ事例の多くみられる．岩手県岩

泉町では，平成 28 年 8 月 30 日に台風 10 号に伴う土砂

崩れ等により多数の孤立住民が発生した． 

本研究では，平成 28 年 8 月の台風 10 号による実際の

道路途絶およびその後の段階的な復旧状況を考慮し，道

路途絶が発生した際の避難について解析した．岩泉町内

で完結する避難に加え，隣接市町村への避難について考

察した結果を示す． 

 

２．研究方法 

2.1 解析方法 

 本研究では，岩泉町内の人口居住エリアを起点と

し，最寄りの避難所へ最短で移動する経路について，

次の２パターンで算出した．１つ目は，岩泉町内に立

地する避難所および道路網を対象とした解析（以降，

解析Ⅰ と表記）で，避難行動は岩泉町内で完結させ

る．２つ目は解析Ⅰに隣接市町村（盛岡市，宮古市，

久慈市，葛巻町，野田村，田野畑村）の道路網および

避難所を追加した解析（以降，解析Ⅱ と表記）で，隣

接市町村への避難行動も可能となる． 

表－１は，解析対象とした時期を示し，「岩泉町災害

復旧ロードマップ」および「平成 28 年 8 月 29 日発生

の台風 10 号に伴う岩手県管理道路の規制状況」を参考

に設定した．解析Ⅰと解析Ⅱのいずれも，表－１に示

す各段階で最寄り避難所への最短経路を解析した． 

2.2 解析手順 

（１）道路網の作成 

本研究では，国土地理院が発行する「数値地図(国土

基本情報)」およびEsri Japan 社が提供する「ArcGIS デ

ータコレクション 2012 道路網岩手県版」を基に，解析

用の道路網を作成した．また，「岩泉町災害復旧ロード

マップ」，「平成 28 年 8 月 29 日発生の台風 10 号に伴う

岩手県管理道路の規制状況」を参考に道路網を追加す

るとともに，同資料に基づき交通規制箇所および開通

時期を設定した． 

（２）OD ペアの設定 

本研究では，住民居住エリアから最寄りの避難所ま

でのOD ペアを解析対象とした．住民居住エリアは，

2015 年実施の国勢調査における 500ｍメッシュ人口が

１人以上であるメッシュとし，各メッシュから避難所

までを解析対象のOD ペアとした． 

図－１ 分析対象道路網 

表－１ 開通時期 

 

本稿での表記 開通時期
case1 被災直後（最大規制時）
case2 平成28年10月
case3 平成29年10月
case4 平成30年4月
case5 平成30年10月
case6 平成31年4月
case7 平成31年7月

キーワード: 岩泉町、アクセシビリティ、孤立 
連絡先：岩手大学工学部社会環境工学科 岩手県盛岡市上田四丁目3-5 TEL：019-621-6453 

IV-36 土木学会東北支部技術研究発表会（平成30年度）



 

 

（３）最短経路の検索 

設定したOD ペアの最短経路について，前項までで

作成した道路網を基に，Esri 社のArc GIS Network 

Analyst を用いて解析を行った．  

（４）孤立人口の算出 

前項の解析により，最寄り避難所へ到達できなかっ

たメッシュを孤立地域とし，岩泉町内で発生した孤立

人口を，表－１に示す時期ごとに算出した． 

（５）道路開通により短縮される避難距離の算出 

前項までで算出された最短経路の距離について，表

－１に示す時期ごとに比較し，道路開通による避難距

離の短縮状況をOD ペア別に算出した． 

 

3 研究結果 

3.1 隣接市町村への避難による孤立人口の減少 

表－１に示す道路の復旧段階毎に孤立人口を算出し，

解析Ⅰと解析Ⅱの差を求めた結果を図－３に示す．隣接

市町村への避難を可能とした場合，case1(被災直後)では

新たに 213 人もの孤立が解消される結果が得られた．ま

た，case3（平成 29 年 10 月）で 115 人，case2（平成 28

年 10 月）で 90 人と，道路復旧が限定的である段階にお

いて，孤立人口の解消人数が比較的多くなる傾向が見ら

れた． 

3.2 道路開通による避難距離の短縮 

道路の開通により避難経路が短縮されるOD ペアに

ついて，その短縮距離の平均を算出したところ，図－4

に示す結果が得られた．case4（平成 30 年 4 月）まで

は，解析Ⅱにおいて避難距離の短縮幅が大きい傾向が

見られ，道路復旧が限定的である段階においては隣接

市町村への避難も可能とすることで避難の負担が軽減

できることが示唆された．case6（平成 30 年 10 月）以

降は，解析Ⅰ，解析Ⅱとも短縮幅に大きな差は見られ

なかった． 

 

４．まとめ 

本研究では，平成 28 年 8 月 30 日に台風 10 号の被害

を受けた岩泉町を例に，隣接市町村への避難の可否によ

る孤立住民や避難距離について，GIS による解析を行っ

た．その結果，被災から比較的早期で道路開通が限定的

である時期においては，隣接市町村への避難を考慮する

ことで孤立人口の減少や避難距離の短縮が確認できた．

得られた結果から，災害による道路途絶を考慮した避難

計画立案に際し，自治体間の連携の有用性が示唆された．

今後の課題として，他市町村における解析が挙げられる． 
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図－３ 隣接市町村への避難による新たな孤立解消人口 
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図－４ 道路開通による避難経路の短縮距離 
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